
「大学と地域連携の未来」

大学生ボランティアの関わり方を探る
～社会に開かれた教育課程から考える～

主催： 明海大学教職課程センター
 地域学校教育センター

東京都立高校において実施された日本語を母語としない生徒に対す
る日本語指導支援の様子について、実際に携わった本学の学生が具
体的な内容を紹介します。

2022
明海大学

後援： 東京都教育委員会、東京都足立区教育委員会、千葉県浦安市教育委員会、時事通信社出版局、
 （財）きょういく創造育成財団 （いずれも予定）

東京都足立区の小学生・中学生との交流、東京都立高校生との交流、東
京都立高校への訪問の様子について、実際に携わった本学の留学生と
学生が具体的な内容を紹介します。

大学生による日本語指導支援 留学生による児童・生徒との交流

東京都立高校「校内寺子屋」、千葉県浦安市青少年自立支援未来塾、
千葉県浦安市学習活動支援事業「ドラフトゼミ」における児童・生徒
への支援の様子について、実際に携わった本学の学生が具体的な内
容を紹介します。

千葉県浦安市立小学校における外国語授業での支援、東京都足立区の
中学生・高校生、区民対象の講座における英語支援、文部科学省委託小
学校外国語科等講座における模擬授業場面での協力の様子について、
実際に携わった本学の学生が具体的な内容を紹介します。

教育委員会等との連携による児童・生徒支援 大学生による英語学習支援

シンポジウム

Meikai University

演題　ナナメの関係の可能性
　　～大学生ボランティアの全国事例から考える～

基調講演

学生発表

テーマ　大学生ボランティアの関わり方を探る
　　～社会に開かれた教育課程から考える～

パネルディスカッション
15：35～16：35

定員

300名

2021年度において、明海大学の学生や教職員等が実施した小中高等学校に対する支援に関する状況
について、「学生の発表」を核にしながら紹介するとともに、その成果と課題などについて広く地元関係
者・関係機関等とともに考察する。このシンポジウムを通して、明海大学の今後の地域支援の在り方を探
ることを目指すものである。

2月5日
開催日

2022年

土 12:00 -16:45
配信元

Zoomを使用したオンライン開催開催
形式

申込
方法

参加料



2022年2月5日［土］

「大学と地域連携の未来」シンポジウム 
2022 明海大学

当日スケジュール

S c h e d u l e

基調講演者、本学学生、本学留学生、
教育委員会関係者、学校関係者、
コーディネーター（本学教員）

Meikai University

申込
方法

◆右のQRコード、もしくは明海大学公式ホームページ
（https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfBRKw2oTPvlTCKOn12I-JcR6f
Tgl8EdgA7WAUtfMJmJPHZcQ/viewform?usp=sf_link）からお申し込みください。

◆メールでの申込みはcses-sympo@meikai.ac.jpまで

※定員の300名は先着順となります。定員を超えた場合は、別途ご連絡差しあげます。 ※ご記入いただいた個人情報は、このシンポジウムに関してのみ使用し、その他の目的には使用致しません。 
※参加者1名ごとに、申込みが必要となります。 ※各種メディアの取材申込み、シンポジウムの内容に関するお問い合わせは明海大学企画広報課（047-355-1101）までご連絡ください。

演題　ナナメの関係の可能性
　　～大学生ボランティアの全国事例から考える～

テーマ　大学生ボランティアの関わり方を探る
　　～社会に開かれた教育課程から考える～

東京都立高校において実施された日本語を母語としない生徒に対する日
本語指導支援の様子について、実際に携わった本学の学生が具体的な内
容を紹介します。

東京都足立区の小学生・中学生との交流、東京都立高校生との交流、東京
都立高校への訪問の様子について、実際に携わった本学の留学生と学生
が具体的な内容を紹介します。

東京都立高校「校内寺子屋」、千葉県浦安市青少年自立支援未来塾、千葉県
浦安市学習活動支援事業「ドラフトゼミ」における児童・生徒への支援の
様子について、実際に携わった本学の学生が具体的な内容を紹介します。

千葉県浦安市立小学校における外国語授業での支援、東京都足立区の中
学生・高校生、区民対象の講座における英語支援、文部科学省委託小学
校外国語科等講座における模擬授業場面での協力の様子について、実際
に携わった本学の学生が具体的な内容を紹介します。


